
貧
し
い
兄
妹
チ
ル
チ
ル
と
ミ
チ
ル
が
、

幸
せ
の
象
徴
で
あ
る
青
い
鳥
を
探
す
物

語
（
戯
曲
）。
チ
ル
チ
ル
と
ミ
チ
ル
は
、

思
い
出
の
国
、
夜
の
宮
殿
、
未
来
の
国

な
ど
を
訪
れ
る
が
、
青
い
鳥
は
見
つ
け

ら
れ
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
、
自
宅
に

戻
っ
た
彼
ら
は
、
青
い
鳥
が
自
分
た
ち

の
近
く
に
い
た
こ
と
に
気
づ
く
。

　

初
め
て
こ
の
本
を
読
ん
だ
小
学
生
の
頃

は
、
結
末
が
曖
昧
な
た
め
か
「
ふ
〜
ん
」

と
し
か
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
十

代
の
後
半
に
こ
の
本
を
読
ん
だ
と
き
、
幸

せ
の
内
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
こ
と
に

逆
に
興
味
を
も
ち
、「
自
身
に
と
っ
て
の
幸

せ
と
は
何
か
？
」
を
考
え
る
契
機
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
幸
福
観
（
ふ

と
り
か
え
っ
た
幸
福·

大
き
な
喜
び
等
）
に

触
れ
、
比
較
対
象
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
本
の
出
会
い
か
ら
、
幸
せ
や
生
き
方

に
つ
い
て
自
問
す
る
機
会
が
増
え
た
気
が

し
ま
す
。
人
生
の
岐
路
に
立
つ
た
び
自
己
を

見
つ
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ

自
身
の
幸
福
観
も
変
容
し
て
い
き
ま
し
た
。

飽
き
っ
ぽ
い
私
が
、
道
徳
教
育
を
面
白
い
と

感
じ
研
究
を
続
け
て
い
る
の
は
、
こ
の
本
が

き
っ
か
け
で
生
き
方
を
考
え
る
面
白
さ
（
難

し
さ
）に
気
づ
い
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

幸
せ
の
中
身
は
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
。
そ
れ
を
大
人
が
教
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
一
般
的
に
よ
い
と
さ
れ

た
価
値
観
も
変
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
そ
ん
な
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た

ち
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
人
生
の
旅

路
を
通
じ
て
幸
せ
と
は
何
か
を
考
え
続
け
、

自
分
な
り
の
青
い
鳥
を
見
つ
け
て
ほ
し
い

と
願
い
ま
す
。

人生の旅路を通じて
幸せを考え続ける

浅部航太
北海道公立小学校教諭を経て北海道教育大学教職大
学院札幌校に長期研修派遣。その後、北海道教育庁
空知教育局指導主事、北海道立教育研究所主任研究
研修主事を経て、令和5年度より現職。『教師のため
の教育学シリーズ8 道徳教育論 第二版』などに執筆。

青
い
鳥

メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク・著
堀
口
大
學・訳

（
新
潮
文
庫
）

道徳の授業は、「生き方」について考えを深める時間。教師
も答えが一つではない道徳的な課題について共に考えてい
く。そんな教師が自分の人生について悩んだときや迷った
とき、落ち込んだときに、「本」が導いてくれたことがある
のではないだろうか。本号では、道徳教育を推進されるさ
まざまな立場の先生方から、長い人生の道のりで自身が影
響を受けた本について紹介していただきます。
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みんなで考える、子どもの未来

（東京学芸大学教職大学院准教授）

道徳授業の達人に聞く
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黒
柳
徹
子
さ
ん
が
自
身
の
幼
少
期
を

描
い
た
自
叙
伝
。
ト
モ
エ
学
園
で
の
小
学

校
生
活
を
中
心
に
、
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
の
子

ど
も
ら
し
さ
や
好
奇
心
と
行
動
力
で
突

き
進
ん
で
行
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

昨
年
映
画
化
さ
れ
る
な
ど
、
初
版
か
ら

四
〇
年
を
経
て
も
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
の
姿
は

色
褪
せ
る
こ
と
な
く
輝
い
て
い
る
。

　

私
も
幼
い
頃
、
知
ら
な
い
こ
と
や
文
字

が
あ
れ
ば
必
ず
た
ず
ね
る
子
ど
も
で
し
た
。

そ
の
せ
い
か
、
小
学
生
の
頃
、
初
め
て
こ
の

本
を
読
ん
だ
と
き
、
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
の
好

奇
心
と
感
受
性
の
豊
か
さ
に
引
き
込
ま
れ
、

心
が
ウ
キ
ウ
キ
し
た
も
の
で
す
。

　

教
師
と
な
り
、
改
め
て
読
ん
で
み
る
と
、

ト
モ
エ
学
園
に
は
子
ど
も
た
ち
の
興
味
を

惹
く
よ
う
な
「
本
物
」
が
多
く
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
電
車

教
室
を
設
置
す
る
際
、
電
車
を
持
っ
て
く
る

方
法
に
興
味
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
家

族
や
先
生
に
お
願
い
し
て
学
校
に
泊
ま
り
、

夜
中
に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
牽
引
さ
れ
て
や
っ
て

き
た
電
車
を
迎
え
る
シ
ー
ン
は
印
象
的
で

す
。
ま
た
、
近
所
の
お
百
姓
さ
ん
を
畠
の

先
生
と
し
て
迎
え
、
畑
作
り
を
学
び
ま
す
。

自
分
た
ち
で
蒔
い
た
種
が
芽
吹
き
、
大
き

く
な
っ
て
い
く
様
子
に
喜
ぶ
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん

た
ち
。
校
長
で
あ
っ
た
小
林
先
生
は
何
よ
り

も
こ
の
「
本
物
」
を
大
切
に
し
、
子
ど
も
た

ち
の
可
能
性
を
信
じ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
本
は
、
黒
柳
徹
子
さ
ん
の
自
叙
伝

で
す
が
、
教
育
全
般
に
渡
る
さ
ま
ざ
ま
な

示
唆
に
富
ん
で
い
ま
す
。私
が
い
ま
だ
に「
本

物
」
に
こ
だ
わ
る
の
も
、
こ
の
本
が
私
に
教

育
の
原
点
を
示
し
、
時
に
は
羅
針
盤
と
し

て
進
む
べ
き
道
を
照
ら
し
て
く
れ
て
い
る
か

ら
で
し
ょ
う
。

トットちゃんにみる
私の教育の原点

𠮷田雅子
大阪府公立中学校教諭から、大阪教育大学附属池
田中学校、天王寺中学校教諭。道徳教育推進教師
を経て、令和元年度より、大阪体育大学教育学部講
師（英語教育）。『板書＆指導案でよくわかる！ 中学
校3年の道徳授業35時間のすべて』などに執筆。

窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん

黒
柳
徹
子
（
講
談
社
）

（大阪体育大学講師）
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明日の授業が変わる
達人たちの道案内

第１章 心に残る中学校道徳科の授業
第２章 授業づくりで大切にしたいこと７
第３章 深い学びにつながる授業づくりQ＆A
第４章 授業力・学校力を上げる校内研修
第５章 管理職や道徳教育推進教師への期待

道徳の授業で「人間としての生き方についての考えを深める」ために登場人物が
何を大切にして自分の行動を決めたかを考えることは、大変重要なポイントです。

「Q.生徒の思考が深まる授業づくりのためには、どうしたらいいですか？」第3章より　

道徳科では、ときに対立することもある多様な価値観の中で、「いかに生きるべきか
を自ら考え続ける姿勢」こそ、育てたい資質であるとされています。現代的な課題
を扱った授業は、まさにそういった資質を育てるための核となる学習と言えます。

「Q.現代的課題（「いじめ」や情報モラル）の教材を効果的に扱うポイントは何ですか?」第3章より

「教材研究や分析ができない」、「授業を構想する時間もない」という現場の悩みについて、
ここでは、ＰＤＣＡサイクルを日常的に回していくことを、ご紹介したいと思います。

「『リレー道徳』のすすめ」第4章より

こんな内容が
詰まっています

内容から

七
條
正
典

柴
原
弘
志
監
修
・
著

子�も�輝く道徳授業_オ�.indd   1 2023/12/06   23:03

子どもが輝く道徳授業
中学校道徳科の授業づくりから

定価：1430円(本体1300円)
体裁：A5判・136ページ

ISBN978-4-86702-074-6

新刊のご案内

第１章 心に残る中学校道徳科の授業
第２章 授業づくりで大切にしたいこと７
第３章 深い学びにつながる授業づくりQ＆A
第４章 授業力・学校力を上げる校内研修
第５章 管理職や道徳教育推進教師への期待

こんな内容が
詰まっています

監修・著作者

七條正典 香川大学名誉教授・元文部科学省教科調査官

京都産業大学教授・元文部科学省教科調査官

香川大学教授

園田学園女子大学准教授

東京学芸大学教職大学院准教授

京都府城陽市立東城陽中学校教諭

愛知県弥富市立十四山東部小学校教諭

柴原弘志

編著者

植田和也
荊木　聡
浅部航太
村田寿美子
鈴木賢一

本資料は、一般社団法人教科書協会の「教科書発行者行動規範」に則って作成しています。

お問合せ
☎03-3577-8966（営業部）


